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宮本義久…・…...・ H ・....・ H ・...・H ・H ・H ・－…....・ H ・－… 233

宮武伸一一H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・H ・－…....・ H ・－－…55

森一成…...・ H ・.....・ H ・......・H ・.......・ H ・.....・ H ・.372 

森下明彦…・...・ H ・.....・ H ・....・ H ・...・ H ・－……....・ H ・.443 

守田則一....・ H ・.....・ H ・－－………....・ H ・......・H ・...287 

本崎孝彦....・H ・....・ H ・...・ H ・..-. ..・ H ・H ・H ・－…… ・・84,302 

向原純雄・・ H ・H ・.....・H ・.....・ H ・.....・ H ・....・ H ・..381, 400 

村口和彦....・ H ・－………...・ H ・.....・ H ・H ・H ・－… 434,545

N 

鍋島祥男....・ H ・.....・ H ・.....・H ・....・ H ・－…H ・H ・....172 

永井祐吾…...・H ・......・ H ・.....・ H ・....・ H ・...・ H ・－…… 400

中井健裕一・・・・・・・・・ H ・－－－… H ・H ・.....・ H ・－…・…・… 381

中尾 稀ー・・H ・H ・……h …・－…・……・…・・…..443 

中尾 哲……－………………....・H ・－－……一….84 

中瀬 一郎・・ H ・H ・.....・H ・.....・H ・...・...……・……..152 

中洲 敏…...・ H ・H ・H ・...・ H ・－…....・ H ・......・H ・・・・97,165 

中洲康子… －－……・・…...・ H ・－…....・H ・－…・・・97,165 

中津正二…・・ H ・H ・－…H ・H ・....・ H ・...........・ H ・－…84,302

中津拓也....・ H ・........・ H ・........・ H ・－……....・ H ・....177 

新阜宏文…・…....・ H ・....・ H ・－－…・・…...・ H ・－－…・ 172

西森 章…－－…・...・H ・－－－…・…....・H ・－－…・…・ 534,568

西村和修…....・ H ・－….....・H ・....・ H ・－－－…… H ・H ・.413 

仁科健…－………H ・H ・H ・H ・.....・ H ・－………….527 

西脇 登…・・………－・ H ・H ・H ・H ・－－………… 413,559

西沢純一郎・・ H ・......…...・ H ・.....・ H ・－……・…・.413, 559 
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西沢慶二郎....・H ・－…・・ H ・H ・－－－－ －－－…・・…・・….434, 545 

西嶋義信……・…・……・…....・ H ・.....・...………… 381

呑村 孝之・・ H ・H ・－…・・…・…....・H ・.....・H ・....・ H ・...221 

0 

落合 実....・ H ・........・ H ・－…....・ H ・....・ H ・－…・…… 372

大谷 博……....・H ・....・H ・－…・……・・・…….381,400 

大槻 宏和・……....・H ・.....・H ・－－…・・……・…...・H ・－…25

岡田 達也……...・・………・・……・…・・………97,177

岡本好史・・…....・H ・.....・H ・........・H ・...・ H ・H ・－… 527

奥 久雄....・ H ・....・ H ・.......・H ・－－….....・H ・－…・・・・ 545

鬼束惇義....・ H ・－－－……....・H ・....・H ・－…...・ H ・－… 540

大島 章……....・ H ・－－－….....・ H ・－－…...・ H ・....… 559

大谷 博....・ H ・........・ H ・.....・ H ・....・ H ・......・ H ・－… 381

大塚信一………・… h ・… …....・H ・－－… ・・・・84,302 

小津 和恵....・H ・・・・・H H ・H ・H ・・・…....・H ・－…..293, 372 

R 

頼 文夫....・ H ・－…・・…....・ H ・...・H ・－… ....・H ・.381 

s 
佐賀俊彦....・H ・........・H ・.....・ H ・－…...・ H ・...・ H ・.......92 

野木俊男・…・…....・ H ・....・H ・－…・ H ・H ・－…....・ H ・－… 493

斉藤 晃....・...….......・ H ・...・ H ・－…....・ H ・－… 177,309

酒井克治…・...・H ・－…H ・H ・....・ H ・－…....・ H ・.434, 545 

桝田喜三郎….....・H ・－……・・ H ・H ・H ・H ・........・ H ・....215 

三田正明……....・H ・－………....・H ・.....・H ・....・H ・.152 

佐藤 慎一…・……・・・ ・・…・一…・…・…… ・84,302

沢田 尚…......・ H ・－－………...・ H ・－－－－………… 400

渋谷智顕・……....・ H ・… H ・H ・.....・ H ・.....・H ・－－－… 506

椎野 顕彦....・ H ・－－…－…・・ H ・H ・－………… 107,177

馬原康行・…・...・H ・.....・H ・H ・H ・.......・ H ・........・ H ・.372 

下戸 隆一 H ・H ・・…....・H ・....・H ・－－…....・ H ・....534,568 

下関 仲裕・・…....・H ・－…－ －－……－…・……・ ・・….372 

菖蒲 隆治・・・・・………・・........・ H ・.251, 421, 534, 568 

園部鳴海・……....・H ・....・ H ・.....・ H ・－－－…...・ H ・－… 443

須藤峻章・・………...・ H ・……...・ H ・.251,421,534,568 

末田泰二郎……・…－…・…－－－－－－－・・…・……・…… 221

杉谷茂樹…...・H ・－………....・H ・.....・ H ・－－…...・H ・・17

須崎 真…・・・…… H ・H ・・ H ・H ・－….....・H ・....・H ・....152 

鈴木文夫....・H ・…… H ・H ・.....・ H ・...・H ・....・ H ・－…… 309

T 

田伏克惇…・・・…....・ H ・－－－ … ・…－・…..........… 372
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高田 泰i火－－ …………・・・…・….. . . . . 115, 221, 287 

高橋 裕・・…...・ H ・.....・ H ・.......・.........・ H ・..381 

高橋 潤…・－…・....・H ・....・ H ・－，． …・…－－………・ 172

竹市 康裕....・ H ・....・H ・－－……一一 一一・ 233,309

竹本雅彦・……...・ H ・－…・・…－－ 一…・…・… … 443

竹内 一秀....・H ・........・ H ・－－－－－ ・・・・ ・….....・H ・..545 

田村尚史………….....・ H ・－－一………………… 400

田村耕一郎…一…・・・・…...・ H ・........・H ・－－…・…..381 

田中 猛夫……・…・…・・・…・・・…・…・・ H ・H ・－… 226,360

谷村 弘…・・・・・…・・・…・…・……・ 293,372,381,400

立道 清…・・…・・….........…...・ H ・......・H ・...・ H ・..221 

龍田 慾和…...・ H ・－－－…・………...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..102 

鄭 台項….......・ H ・－－…・・・・………....・H ・.....172 

寺尾 隆太…...・ H ・－－…・…・・・…...・ H ・・・ H ・H ・－－… 381

時間 孝夫…….....・ H ・－…・ H ・H ・－－…・・・・・・・・… 143,267

富永 純男一 …υ ……………・・・・・・ ・・………….381 

都志見久令男－…・・……・・・・・ ー …・・・H ・H ・115,287 

格本龍次－－－－－－－－－－－－－－－－….251,421,534,568 

塚本泰彦…－－－－一…一 一一 ...・...……・.434, 545 

津志見久令男....・ H ・－…・ ・……一 ....・ H ・・・・・・・ . 115, 221 

u 

内田勝久……...・ H ・.....・H ・－－…－…－・……….....372 

内山和久…...・ H ・...・ H ・H ・－－…...・ H ・－－一… ・....・ H ・.293 

上回 省三・・・・……....・ H ・......・H ・－…－－…－－……...443 

植阪和修…...・ H ・－….....・H ・－－…・....・H ・....…・ 381

白井典彦....・H ・－…....・ H ・－…一…・・・ 1・ιH・H ・434,545

w 

和問 泰三…...・ H ・－－・・…－…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....559 

渡部良次・・ H ・H ・・・・・・・・・・ H ・－…....・ H ・－…....・ H ・.413, 559 

y 

山田 幸和・ H ・H ・－－……...・ H ・・ ・・….....・ H ・.....・ H ・.443 

山口英世....・ H ・・・・・・・・H ・－－… ・...・H ・H ・H ・......・H ・...372 

山口 勝雄……・…・…………・・………… H ・H ・－…92

山本昭吾...・ H ・－－……...・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..451 

山本豊城...・ H ・－－………...・ H ・.....・ H ・H ・H ・－－…・・84,302 

山本 剛史…...・H ・－…...・H ・...・ H ・－－…・・・ 115,221, 287 

山室隆夫….....・H ・－－………...・ H ・－…....・ H ・...・H ・・17

山岡義生…...・ H ・........・ H ・・・・・・・・ H ・.....・ H ・－…… 372

山下文治……....……………・・・－－－ ・……….215 

山下 純宏・・・ ・・・ ・・…………・・・・・・・・・………・・ 191,202

保田 知生… …....・ H ・－－一－－－－－…・・・ 421,534,568 

横田 通夫・・………・…・.......・H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.8 

米川 泰弘・………・・・・….....・ H ・.....・ H ・－－－…・・…・552

吉田 圭介…....・H ・・・・・・・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.372 

吉田真三...・ H ・.....・H ・H ・H ・.....・ H ・－・……...・ H ・....552 

四元文明……....・ H ・－－…...・ H ・－－…...・ H ・－－…...・H ・.381 
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物 件 索 引（カタカナ表示の物件は，そのローマ字表記にしたがった）

A 

アムホテリシンB・・・・H ・－－－………………...・ H ・－－…・.372 

B 

バイオポンプ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 221 

ノ、fイノマス・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・ u・・・・・ a・・H ・・・・・25

便潜血反応....・ H ・－－…・……・………・・…….....・ H ・.485 

部分肺動脈還流異常・......・ H ・－－ ・・・…...・ H ・－…...434 

ブラロック・トウヒッシ短絡術…一・・・－……・…・….8 

病悩期間....・ H ・......・H ・....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…・・ 226

c 

治療・・ H ・H ・........・ H ・－－……・…・…・・・………… 427,506

治癒切除術・・ H ・H ・－………・…一－－・....・H ・－－－－－……・ 251

JJ暴重積症....・ H ・－・…....・H ・－－…－－－……....・ H ・－… 568

肘部管....・ H ・－…・・ …一…－・…・…・・… ……・・・143 

Compartment形成...・ H ・.....・ H ・－－…………一…・・・ 493 

Cronkhite-Canada症候群…一....・ H ・.....・H ・427,506

CTLクローン・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・… ・・・・・…・・ 55 

CT スキャン・…・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・…－－－－－－－－－－－ 177,233 

D 

G 

外傷性白内障…...・H ・－－…...・ H ・－－…...・H ・－－…...・ H ・..240 

外傷性くも膜下出血…....・H ・.......・ H ・.....・ H ・.....・ H ・・84

合併症…・….....・ H ・...・ H ・...… ...・ H ・.....・ H ・.177, 276 

ガストリノーマ根治術・・ ・・・・・…・...・ H ・－－…一 249

外科的治療一….....・H ・－－－……・・・……….....・ H ・.540 

減腫湯手術・・ 4 .. －…・...・H ・.....・H ・－－－－・ ・・・・…・・.. 251 

グリオサJレコー7…・・ H ・H ・－－－－………一……・・55

グJレカコーン・…・υ ・・・…．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．． ........ 152 

H 

I市動脈弁置換術・・・・ H ・H ・.....・H ・....・ H ・...・ H ・.....・ H ・.280 

白血球……………...・ H ・H ・H ・－－…・…...・ H ・－－………・・ 351

白内障手術………...・ H ・H ・H ・－－…...・ H ・－－…...・ H ・....451 

反復性膝蓋骨脱臼… … ・・・ ・・…・一…........215 

破裂脳動脈繍・・ H ・H ・－…….....・H ・....・ H ・........・H ・… 302

非上皮性胃悪性腫場・ H ・H ・....・H ・－……....・ H ・.....534 

非ケトン性高浸透圧性昏睡・・ H ・H ・.......・ H ・......・ H ・.189 

牌組織内濃度……....・ H ・...・ H ・－－…....・ H ・..........372 

牌摘術…・……・・・・H ・H ・....・ H ・.....・ H ・－－－……… 360

膝関節外旋……………・・・ H ・H ・－… …....・ H ・H ・H ・.215 

補助循環…… ……・…… －……・ H ・H ・.....・ H ・－… 413

大腸癌集団検診...・ H ・－…...・ H ・........・ H ・.....・ H ・..・ 485 I ホモ接合体....・ H ・－－－……・…………・…－……..451 

大動脈内ノ勺レーンパンピングー H ・H ・－…....・ H ・－…・…・92 1 放射線直属炎....・ H ・........・ H ・－－・…一・－......... 540 

大腿骨過度前捻………・…・・・ ー ……・・・ 215 I 放射線障害 H ・H ・ ・・ ・・・・ 540 

第VI図子欠乏症....・ H ・...・H ・.......・ H ・－…....・ H ・－…… 451 I 発作性上室性頻拍....・ H ・－…....・ H ・……・……...・ H ・.240 
DeBakey III型解難性大動脈痛…・・－……....・ H ・.221 

Diffusion barn er・・ .. ・ .. ・ .. ・ .. ・ ..…－－ ...........・・・・・・・・ 493 

動静脈奇形...・ H ・........・ H ・...・ H ・・・・・・・ H ・.....・ H ・－－…・・ 107

E 

栄養アセスメント・・・ ・・・ ……・ …－－・ ・・・・…－… 287

エストロゲン受容体...・ H ・－－ 一 .........・ H ・－…… 226

F 

フアロー四徴症・・・ －－－…....・ H ・....・ H ・...・ H ・H ・H ・....280 

FECA-EIA ・・・・ ・・・・・・・・…・・・….........・・・ ・・・・・・・・・ 485 

フェートイ ン・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…...・・・・・・・・・・・・・97 

副腎皮質ホJレモン・ H ・H ・－…...・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・..427 

I 

胃悪性リンパ腫…・…・・ー ー ……・－…....・H ・...534 

一時的部分左心バイパス・・ H ・H ・－－－－－…・…......・H ・...221 

胃癌患者・ H ・H ・－－・・…....・ H ・－－…・…・・・・・… －…・… 360 

一過性脊髄虚血発作....・H ・－…・………・・・・・・・・・ H ・....309 

インスリン・…...・ H ・....・H ・............・・・・・…・・・…… 152 

インターフェロン・…－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－…..55 

インターロイキンー2・…...・ H ・・・……・・・・・・………....55 

Intraarteral infusions・・ ..…・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・ u・a・・・ 487 

胃切除術...・ H ・.....・ H ・・ H ・H ・－－－－………………...・ H ・..360 

J 

磁気共鳴画像....・ H ・・・・・・・・・・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.165 

実験腫湯…・・…・……………...・ H ・－…・・・ .. 191,202 
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実験的脳動脈癒....・ H ・－……・…・…....・ H ・－－－…・・・ I.69 

人工心肺…・………・…・－一…・....・ H ・－…・・－…ー 545

持続脊（腰〉椎麻酔－－－…・...・ H ・－…・……・－－…・… 189

静脈J向型心房中隔欠損……...・ H ・......・ H ・－－…...・ H ・.434 

重症…・…………－－一...・ H ・.....・ H ・－－…・・....・ H ・.527 

重症心不全…....・ H ・－－…....・ H ・－…...・ H ・.....・H ・・・・413

術中セクレチン・テスト…－……...・H ・－－－－－－……・249

術後合併症…・・・ ・・・・H ・H ・－－－……....・ H ・－－…・－－ －…ー25

K 

過敏症…・・………－…… H ・H ・....・ H ・－… H ・H ・・・・・・・・ ・97 

化学療法…・・・・・・ H ・H ・－…....・ H ・－・・H ・H ・－…...・ H ・－… 226

解剖学的恨治術…......・ H ・…....・ H ・－’…・…－…・・・ ・8

海綿状血管腫....・ H ・......・ H ・......・ H ・－…・....・ H ・..421 

関心術後肝不全....・ H ・－－…－－－…….......・……・・ 559

過換気…－…－…・ H ・H ・－－……...・ H ・－ －－……… ..165 

絞磁気共鳴画像法...・ H ・－－－……...・H ・......・H ・－… 552

1斤－ －－ ……………“・・・…・・.....・H ・H ・H ・－－…・…・ー ・・421 
肝不全・・………・ …・ ・・・・…....・H ・－…・…....・ H ・・ 293

肝移結…・…・……...・ H ・－…－・・・・・…・・ H ・H ・－－…..261 

冠静脈澗型心房中隔欠損…...・ H ・－－…...・ H ・－……… 434

肝機能！G:h仙異常…・・一一－－－…－……....・H ・.....443 

肝摂取率… ・・…・…・・・…・・……....・H ・－………… 152

関節弛緩一・・ a・・ a…….....・ H ・…...・H ・......・ H ・....215 

肝組織内山I'.'[ ……...・H ・...........・H ・－… ・－… .372 

肝勝相関・・ー…－一一 H ・H ・…－…………・...・H ・..152 

完全大血管転位I型…....・ H ・.....・ H ・......・H ・－…… 8

カルシウム錨抗期IJ・・ ..........……..........・ H ・.3 

血中ケトン対比...・ H ・.....・ H ・H ・H ・－－….......・H ・.293 

血中炭酸ガス分圧低下・・・・…一一…・…－……..165 

粍静脈的恒久的ペースメーカ－・・・・・ H ・H ・－・……一.545 

血管外漏出 H ・H ・...・ H ・.......・ H ・....・H ・－……….......302 
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頻尿・残尿感など諸症状の改善にF
一 頻原治療剤 （排尿機能改善剤）

ト .JI綿＿＿＿！・．．一一旦一一一、 命

FヲヲY，~徒・頼粒
( I孟~~フラホキサート）

ブラダロンはJljjlJ光に対しt.¥'YMF-1にはたらき、他の予計千ijJjJy説得に対する

；；（月半が少ない新しいタイプのm＇尿機能改iキmで丸
．実質勝目光容量を増大し、尿意発現の遅延およひ排尿回数を，成少する

．刺激勝目光状態を改善する

．一定レヘルての膝枕平，骨筋の緊張性を保持し、正常な排尿をもたらす

く効能・効果〉

i大の伐忠lこともなう：Ji.riJ1UJilぷ1&U111経1'1：狐l1U受性1ifi"Om炎、｜長1'1:1防II光炎

〈用法・用量〉

錠 通常成人1[!I]1錠、1Fl3回経li投与する。

~（［粒 j必；：作成人l回lg、1113阿絞「｜投ワする。

1ド令、抗1kによりj直’1'1：崎市滅する。

使用上の，主意は添付文書をご参照ください

。｜日本新薬l



ISSN 0003-9152 

AR CHIV 
Fiiγ 

]apα~niSi℃he Cblrurgie 

（竺~生旦主型r)

Bd. 57 Nr. 2 March 1, 1988 

第 57 巻 第 2 号

昭和63年3月1日発行

CHIRURGISCHE UNIVERSITAETSKLINIK 

KYOTO JAPAN 

京都大学医学部外科整形外科学教室内

日本外科宝函編集室

（日外宝）



粒冒貝圏不

開
）
⑦

錠

仰

向

v
d
z日
L
ニ

（

．．
． 
，
 

g
一
悶
J

P
一ヲ
娘
一
吋
ヲ
一問一一

(l孟A~フラホキサー卜）

フラダロンはJWJJ光に付し特災的にはたらき、 他の ‘ 1<H·~ijfjJ版協に刈する
)jf~~努力f少ない新しし、タイプの排尿機能改汗~JですL

．実質勝1光容量を増大し、尿意発E見の遅延およひ排尿回数を減少する

E刺，数膝枕状態を改善する

・一定レベルての勝枕平，骨筋の緊猿性を保持し正常な排尿をもたらす

く効能・効果〉

i大の抄J忠lこともなうIJ;!iI~＜ .Y.長以！ttdll帝王t'J::J;SiJぷ、悦t'I：・1iii.'Om炎、｜引’1:111:11i¥.炎

〈用法・用量〉

鉱 : j凶；＇（；成人l[11JH;U 1131uJ*fn 投り守する

版事：1.• ）凶；常成人111111目、lfl 3111！経JIJ止り・する

（，.令、もF状 t：よりi1U1：附滅する内

’使用上の，主意は添付文書をこ参照ください

務機務機級協纏護費。i日本新薬l



日本外科宝函購読・投稿規定（昭.60. 1.改正）

O本誌は毎年1月， 3月， 5月， 7月， 9月および11月
の各月 1日lζ発行する．状況により臨時増刊を発行
する．

0予約購読料は昭和56年度より年額6,000円（送料を
含む）とし，分売は1冊1,500円とする．予約購読

希望者は1年間購読料を添え日本外科宝函編集部Iζ
申し込まれたい．

0掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな
ければならない．

O投稿原稿は編集者において必要と認める場合，加筆
・訂正するととがある．

O和文原稿は400字詰原稿用紙に横書きとし，新かな
づかいを用いること．なお，ワードプロセッサー使
用の場合は， 1行20字×20£=400字をもって1枚と
し，一行おきにプリントするとと．

0欧文原稿は，タイプライターあるいは，欧文専用の
ワードプロセッサーで作成する．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿には
欧文表題および欧文抄録，欧文原稿ICは和文表題お
よび和文抄録を添付されたい．

原著論文，綜説，臨床， 400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

0原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，
数字は原則としてアラビア数字を使用し，日本語化

した外国語は片かなで書くとと，欧文中の人名lとは
アンダーラインを引く乙と（文献を除く）．

0数量の単位は下記の例による．
例： m,cm, mm, ml, kg, g，。C,μ.,%,pHなど．

OKeywords日本語，英語のそれぞれ5語を選定し，

表題の下に記入すること．また欧文で文献請求宛名
(Present address）を記入されたい．著者の所属は正

式名称iζ従われたい．

0挿画，図などは白紙または青色方眼紙に黒で清書し，
直ちに凸版製作可能の状態で送付されたい（学会発
表などのスライド原稿は，太字を用いるととが多い

｜ 昭和 63年 2月20日印刷
昭和 63年 3月 1 日発行

編集兼発行者

印 席リ 者

印 席I] 所

ため不適当である）．その挿入位置は原稿IL記入の

ζと．

0表，写真などは，すべて別紙IL記入もしくは添付し，
挿入箇所を原稿IC記入のとと．
O引用文献は一括して原稿末尾iζ記載する．原則とし
て IndexMedicus に準じアルファベット順iζ並べ，

日本語文献も筆頭者のローマ字名のアルファベット

順IL並べるとと，著者名は3名までとし，その後は

その他として省略する．
例．
1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 
Radioisotope scanning in auxiliary liver tran-
splantation. Surg Gyn Obst 123: 1261-1273, 1966. 

2) 三宅儀：副腎皮質ホルモンの測定と臨床．最新
医学 6: 769-782，昭26.
3) Sissons HA: The growth of bone. In The 
Biochemistory and Physiology of Bone edited by 
Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 
1956, p. 72. 
4）所安夫：脳腫蕩．東京，医学書院，昭34.
5) Wolf S, Wolf HG: Human Gastic Function, 
London, Oxford University Press, 1943. 

0掲載料は1頁欧文9,000円，和文8,000円，図表，写
真，アート紙の使用コロタイプ，カラー図版などは

著者の実費負担をする．

O別刷希望の場合は，投稿と同時に希望部数を申し込
まれたい．別刷は1頁20円を申しうける．

0原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付された

O原稿は完全なものとして御送付願いたい．著者校正
の際における加筆訂正は認めない．

0原稿は書留郵便で下記編集室宛IL送付されたい．原
稿が当編集室へ到着した日付を受付日とする．

0なお原則として原稿は返却しない．
干606京都市左京区聖護院川原町54
京都大学医学部外科整形外科教室内

日本外科宝函編集室宛
TEL (075) 751-3659 

京都市左京区聖護院川原町54

伴 敏 彦
京都市上京区下立売適小川東入

中 西 亮

京都市上京区下立売通小川東入

中西印刷株式会社

京都大学医学部外科整形外科学教室

発行所 日本外科宝函編集室
代表者伴 敏彦

（振替口座京都 4-3691)

本誌に掲載された論文の無断転載を禁じます．
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日本外科宝函購読・投稿規定（昭.60. 1.改正）

0本誌は毎年1月， 3月， 5月， 7月， 9月および11月
の各月 1日IC発行する．状況により臨時増刊を発行
する．

O予約購読料は昭和56年度より年額6,000円（送料を
含む）とし，分売は1冊1,500円とする．予約購読

希望者は1年間購読料を添え日本外科宝函編集部K
申し込まれたい．

0掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな
ければならない．

0投稿原稿は編集者において必要と認める場合，加筆
・訂正する ζとがある．

0和文原稿は400字詰原稿用紙に横書きとし，新かな
づかいを用いるとと．なお，ワードプロセッサー使
用の場合は， 1行20字×20£=400字をもって1枚と
し，一行おきにプリントする乙と．

0欧文原稿は，タイプライターあるいは，欧文専用の
ワードプロセッサーで作成する．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿Iとは
欧文表題および欧文抄録，欧文原稿Kは和文表題お

よび和文抄録を添付されたい．

原著論文，綜説，臨床， 400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

0原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，
数字は原則としてアラビア数字を使用し，日本語化

した外国語は片かなで書くとと，欧文中の人名には

アンダーラインを引くとと（文献を除く）．

O数量の単位は下記の例による．
例： m,cm, mm, ml, kg, g，。C,μ,%,pHなど．

OKeywords日本語，英語のそれぞれ5語を選定し，

表題の下IC記入するとと．また欧文で文献請求宛名
(Present address）を記入されたい．著者の所属は正

式名称lζ従われたい．

0挿画，図などは白紙または青色方眼紙IC黒で清書し，
直ちに凸版製作可能の状態で送付されたい（学会発F

表などのスライド原稿は，太字を用いるととが多い

昭和 63年 4 月 20日印刷
昭和田年 5月 1日発行

編集兼発行者

印 席。 者

印 席リ 所

ため不適当である）．その挿入位置は原稿IC記入の

ζと．

0表，写真などは，すべて別紙IC記入もしくは添付し，
挿入箇所を原稿lζ記入のとと．
0引用文献は一括して原稿末尾IC記載する．原則とし
て IndexMedicus k準じアルファベット順IC並べ，
日本語文献も筆頭者のロー7字名のアルファベット

順IC並べるとと，著者名は3名までとし，その後は

その他として省略する．
例．
1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 
Radioisotope scanning in auxiliary liver tran-
splantation. Surg Gyn Obst 123: 1261-1273, 1966. 

2) 三宅儀：副腎皮質ホルモンの測定と臨床．最新
医学 6:769-782，昭26.
3) Sissons HA: The growth of bone. In The 
Biochemistory and Physiology of Bone edited by 
Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 
1956, p. 72. 
4）所安夫：脳麗蕩．東京，医学書院，昭34.
5) Wolf S, Wolf HG: Human Gastic Function, 
London, Oxford University Press, 1943. 

0掲載料は1頁欧文9,000円，和文8,000円，図表，写
真，アート紙の使用コロタイプ，カラー図版などは

著者の実費負担をする．

0別刷希望の場合は，投稿と同時に希望部数を申し込
まれたい．別刷は1頁20円を申しうける．

0原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付された

O原稿は完全なものとして御送付願いたい．著者校正
の際における加筆訂正は認めない．

0原稿は書留郵便で下記編集室宛に送付されたい．原
稿が当編集室へ到着した日付を受付日とする．

0なお原則として原稿は返却しない．
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京都大学医学部外科整形外科教室内

日本外科宝函編集室宛

1EL (075) 751 3659 

京都市左京区聖護院川原町54

伴 敏 彦
京都市上京区下立売通小川東入

中 西 亮
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頻尿・残尿感など諸症状の改善に．
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y ( J亙~~フラホキサー卜）

フヲダロン l.t.JJ·jj )j光に） Jし特y~的にはたらき、 f也の fd＇~ n/jlJ漏出に対する
；μ響力f少ない新しL 、タイプの-IJl; J!j（機能改；~内lです二

．実質勝1光容量を増大し、尿意発現の遅延あよひ排尿回数を，成少する
．刺激勝枕状態を改善する

・一定レベルての勝目光平，骨筋の緊張性を保持し正常な排尿をもたらす

く効能・効果〉

；大の疾必ーにともなう釘tJ,J（ 、伐 1,J<!:t. ：・卜~I続十1・ :j;j'[!!j（、卜引'1:1iiJ "'-'l民炎、1別’l.IJ1;IJ!i.炎

〈用法・用量〉

錠 ．通常成人1[11Jlti:.lI I 3J11JH I I 投りする

~lit:r. ・ i!.!l ;:;1;11.¥i:人1[11J lg .1113111！統lI 投りする

q・・令.｛1＇状lこよりj血，・，・t('/i成する。

ィ 使用上の，王君I~ ，君付文書をこ参照ください

畿銀務機務務襲撃。 ｜日本新薬l



頻尿・残尿感など諸症状の改善にY
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フぷラダロンは)jjj)J光lこNし特災的にはたらき、｛也のτfj'r'J' ij/j脳出lこ丸Iする
；~~緋が少なL 、新しいタイプの1Jr尿機能改汗剤ですL

．実質勝1光容量を増大し尿意発現の遅延およひ排尿回数を，成少する
．刺殺勝枕状態を改善する

・一定レベルての膝枕平滑筋の緊張性を保持し正常な排尿をもたらす

く効能・効果〉

；欠の淡忠lこともなう;J;J't ／~（.、伐！ぷ！:t: ：判11続性：jij[f!J{ 、↑l:i:'Jt 前立腺炎、位十I：肪 II光炎

〈用法・用量〉

1;t . J山；：片／1.記入l111JHit、1口31!!1*1日投7・する。
~fit([ j凶常成人1fiil1g、lH3同経lI J生与する。
fド令、も1：状によりJ直1:i:W1i成する。

’使用上の注意は添付文書をニー参照ください

。［日本新薬｜



日本外科宝函購読・投稿規定（昭.60. 1.改正〉

0本誌は毎年1月， 3月， 5月， 7月， 9月および11月
の各月 1臼IC発行する．状況により臨時増刊を発行
する．

0予約購読料は昭和56年度より年額6,000円（送料を
含む）とし，分売は1冊1,500円とする．予約購読
希望者は1年間購読料を添え日本外科宝函編集部l己
申し込まれたい．

0掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな
ければならない．
0投稿原稿は編集者において必要と認める場合，加筆
・訂正するととがある．

0和文原稿は400字詰原稿用紙iζ横書きとし，新かな
づかいを用いること．なお，ワードプロセッサー使
用の場合は， 1行20字×20£=400字をもって1枚と
し，一行おきにプリントする乙と．
0欧文原稿は，タイプライターあるいは，欧文専用の
ワードプロセッサーで作成する．
0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿には
欧文表題および欧文抄録，欧文原稿ICは和文表題お
よび和文抄録を添付されたい．

原著論文，綜説，臨床， 400字詰40枚以内（図表共）
症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）
0原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，
数字Ii原則としてアラビア数字を使用し，日本語化
した外国語は片かなで書くとと，欧文中の人名には
アンダーライ ンを引く ζと（文献を除く）．
0数量の単位は下記の例による．
例： m,cm, mm, ml, kg, g, °C, μ, ~ぢ， pH など．

QKey words 日本語，英語のそれぞれ5語を選定し，
表題の下IC記入するとと．また欧文で文献請求宛名
(Present address）を記入されたい．著者の所属は正

式名称、IC従われたい．

0持者画，図などは白紙または青色方眼紙K黒で清書し，
直ちに凸版製作可能の状態で送付されたい（学会発
表などのスライド原稿は，太字を用いる ζとが多い

昭和 63年 6月 20日印刷
昭和 63年 7月 1日発行

編集兼発行者

印 席。 者

印 席I] 所

ため不適当である）．その婦入位置は原稿lζ記入の

ζと．

0表，写真などは，すべて別紙IC記入もしくは添付し，
挿入箇所を原稿K記入の乙と．
0引用文献は一括して原稿末尾に記載する．原則とし
て IndexMedicus K準じアルファベットJI頁lζ並べ，
日本語文献も筆頭者のローマ字名のアルフ γベット
順K並べるζと，著者名は3名までとし，その後は

その他として省略する．
例．
1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 
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2）三宅儀：副腎皮質ホルモンの測定と臨床．最新
医学 6; 769-782，昭26.
3) Sissons HA: The growth of bone. In The 
Biochemistory and Physiology of Bone edited by 
Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 
1956, p. 72. 
4）所安夫：脳腫蕩．東京，医学書院，昭34.
5) Wolf S, Wolf HG: Human Gastic Function, 
London, Oxford University Press, 1943. 
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；；協響力f少ない新しL、タイプの排尿機能改普剤です二

．実質勝1克容量を増大し、尿意発現の遅延およひ排尿回数を，威少するー

・刺激膝枕状態を改善するn

．一定レベルての勝脱平；骨筋の緊張性を保持し、正常な排尿をもたらす

く効能・効果〉

i大の疾.＇.！：＂にともなう狐！ポ、伐！ぷ感：神経 1'1::}Ji J~＜. ＇ 1並i'I：前：，：腺炎、悦作片方！！光炎
〈用法・用量〉
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年令、広状l二よりj盛’t:1:Wli成する。
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こと．
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日本語文献も筆頭者のロー7字名のアルファベット
l慣に並べること，著者名は3名までとし，その後は
その他として省略する．
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1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 
Radioisotope scanning in auxiliary liver tran-
splantation. Surg Gyn Obst 123: 1261-1273, 1966. 
2) 三宅儀 ．副腎皮質ホルモンの測定と臨床．最新
医学 6: 769-782，昭26.
3) Sissons HA: The growth of bone. ln The 
Biochemistory and Physiology of Bone edited by 
Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 
1956, p. 72. 
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瞳麗輯輯輔輯鱒輯離韓議翠響額輔輯輯盟瞳露翻

盤キ日’~F注
（シタラビン製剤）

・急性白血病に一一一寛解導入・維持療法

・固型腫療に一一一一一多剤併用療法

・1寿脱腫蕩に一一一一勝脱内注入療法

効能・効果，用法・用量，使用上の注意等の詳細は

添付文書をご参照ください。

醒纏離鱒鶏購輯瞳審員Q~l 
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